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特別支援学校に対する図書寄贈
　サステナビリティ方針に基づく｢生涯学習支援｣の一環として、
幼少児童から小中高生向けの図書（新書）を、福岡・熊本・長崎県
下の特別支援学校へ寄贈しました。この取り組みは、FFGが目指
す“真にゆたかな地域社会”の実現に向けて、ゆたかな感受性や人
間性の形成に資する｢読書｣を通じた｢学び｣の機会を提供すること
を目的とするものです。
　FFGでは、今後も次世代を担う子どもたちの生涯学習をサポー
トするさまざまな取り組みを展開してまいります。

銀行アプリ
１２０万
ダウンロード突破

DX銘柄
2025選定

（2025年3月末時点）
グループ３行が展開する「福岡銀
行アプリ」・「熊本銀行アプリ」・「十
八親和銀行アプリ」が、累計１２０万
ダウンロードを突破。

共同出資による新会社
「Good Local 九州」を設立

　FFGを含む、異なるノウハウやリソースを持つ5社の共同出資
により、新会社「Good Local 九州」を設立しました。
　設立以来、金融機関としての幅広いネットワークを活かして「ヒ
ト・モノ・情報」を繋ぎ、新たなビジネスの創出に挑戦してきた
FFGだからこそ、昨今の九州を取り巻く環境、我々が目指す「地
域の真のゆたかさ」を考えると、より踏み込んだ直接的な事業展
開が必要であると考え、新会社への共同出資に至った次第です。
　地域の活性化に取り組む自治体や関連団体、事業者、住民の
皆さまとともに、地域に密着した事業を展開することで、九州各
地の持続的な発展に貢献してまいります。

　平素は格別のお引き立てをいただき、厚く御礼申しあげ
ます。
　FFGの営業地盤である九州の景気は、半導体や自動車と
いった製造業の大型投資やインバウンドの増加を背景に、
緩やかに回復しています。足元では、トランプ政権による関
税政策の影響により、景気の先行きに不透明感が高まって
いますが、私たちは、資金繰り支援にとどまらないお取引先
の事業全体のサポート、本業支援に積極的に取り組んでい
ます。
　昨年度で終了した第７次中期経営計画では、デジタル
ツールを起点としたチャネルシフトや、お客さまの目標や課
題に寄り添う“ゴールベース型営業”を浸透させるととも
に、福岡中央銀行との経営統合等に取り組みました。その結
果、2024年度決算における本業の利益を示すコア業務純
益は、過去最高となりました。2025年度からの配当性向に
つきましては、これまでの利益成長や今後の見通しを踏ま
え、従来の35％程度から40％程度に引き上げます。
　また、「FFGの存在意義」を「一歩先を行く発想で、地域に
真のゆたかさを。」と定め、その実現に向けた10年間の「長
期戦略」を策定しました。私たちが注力する「地域の産業振
興」や「人々のゆたかな生活」を通じて、地域に「経済的・物
質的・精神的なゆたかさ」つまり「真のゆたかさ」をもたら
す、という未来への道筋を描いたストーリーです。
　「真にゆたかな地域」実現を目指し、全従業員が「あなた
のいちばんに。」という想いを胸に、FFGならではの「一歩先
を行く発想」で、皆さまに最適なサービスを提供してまいり
ます。皆さまには今後とも、より一層のご支援、ご愛顧を賜
りますよう、心からお願い申しあげます。

ごあいさつ

ふくおかフィナンシャルグループ
取締役社長
ふくおかフィナンシャルグループ
取締役社長

五島 久五島 久

FFGミニ・ディスクロージャー誌2025

一歩先を行く発想で、
地域に真のゆたかさを。
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　連結コア業務純益は、金利上昇を受けた国内資金利益
の増加に加え、投資信託手数料や法人関連フィーなどの
非資金利益も堅調に増加したことを主因として、前年比
+186億円の1,191億円となりました。親会社株主に帰
属する当期純利益は、コア業務純益の増益に加え、信用
コストの減少などにより、前年比+110億円の721億円と
なりました。

業績ハイライト（2024年度）
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発行体格付AA -
JCR
長期発行体
格付A+

平成19年4月2日
福岡市中央区大手門一丁目8番3号
1,247億円
7,928人

設 立 日
本社所在地
資 本 金
従 業 員 数

連結子会社

格付情報

プロフィール
2025年3月末日現在

＊1 R&I 発行体格付　＊2 JCR 長期発行体格付　＊3 Moody’s 長期預金格付

●海外拠点数（福岡銀行海外駐在員事務所）：8
　（香港、上海、大連、ニューヨーク、シンガポール、バンコク、台北、ホーチミン） 

昭和14年9月1日
長崎市銅座町1番11号
368億円
1,835人
188（長崎県内164）

設 立 日
本店所在地
資 本 金
従 業 員 数
店 舗 数

昭和26年6月5日
福岡市中央区大名二丁目12番1号
40億円
427人
41（福岡県内41）

設 立 日
本店所在地
資 本 金
従 業 員 数
店 舗 数

昭和4年1月19日
熊本市中央区水前寺六丁目29番20号
100億円
805人
70（熊本県内63）

設 立 日
本店所在地
資 本 金
従 業 員 数
店 舗 数
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昭和20年3月31日
福岡市中央区天神二丁目13番1号
823億円
3,528人
170（福岡県内152）

設 立 日
本店所在地
資 本 金
従 業 員 数
店 舗 数

貸
出
金

預
金
量

格
付

14.1
兆円

12.6
兆円

AA-
AA-
A3

＊1
＊2
＊3

貸
出
金

預
金
量

格
付

＊1
＊2

AA-
AA-

0.4
兆円

0.4
兆円

●発行－2025年6月　●編集－株式会社ふくおかフィナンシャルグループ 経営企画部 
　〒810-8693 福岡市中央区大手門１-８-３ TEL（092）723-2500（代表）

　当社グループの株主還元は、健全性の維持を前提に、株主
還元と地域経済の発展や企業価値向上に向けた成長投資の
バランスをとった資本運営を基本方針としております。株主の
皆さまに対する利益還元につきましては、これまで目安として
いた配当性向35%を40%程度へ引き上げ、利益成長を通じた
1株あたりの配当金の安定的・持続的な増配・維持に努めてま
いります。（これまで設定していた配当テーブル
は廃止しております）

株主還元の充実

FFG証券株式会社（金融商品取引業者）
福岡財務支局長（金商）第5号

日本証券業協会
第二種金融商品取引業協会

株式会社福岡銀行（登録金融機関）
福岡財務支局長（登金）第7号

日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

株式会社熊本銀行（登録金融機関）
九州財務局長（登金）第6号 日本証券業協会

株式会社十八親和銀行（登録金融機関）
福岡財務支局長（登金）第3号 日本証券業協会

株式会社福岡中央銀行（登録金融機関）
福岡財務支局長（登金）第14号

日本証券業協会

商号等 加入協会

会社説明会を開催しました
　国内の機関投資家を対象に
「第40回FFG会社説明会」を開
催し、当社グループの長期戦略、
第８次中期経営計画などについ
て説明を行いました。当日の動
画や資料をホームページに掲載しております。当社グループを
より深くご理解いただくための参考となれば幸いです。
●ホーム＞株主・投資家情報＞IRライブラリー＞会社説明会資料・決算ハイライト
https://www.fukuoka-fg.com/investor/library/presentation.html
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